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1は じ め に

桑園管理作業の中で,雑草防除の占める割合は大きい。

このため,除草剤の効率的な使用法の確立が求められてい

る。

同一除草剤を連用すると,草種の変化が見られると言わ

れている。近年,除草剤の単剤ごとの試験の報告は多いが
,

同一剤を同一圃場で連用 した場合の抑草効果及び草種の変

化に及ぼす報告例は少ない。

そこで,除草剤による桑園の効率的な雑草防除体糸確立

の手始めとして,土壊処理型除草剤を連用した場合の,抑

草効果及び草種の変化について調査した。

2試 験 方 法

(1)供試桑園

当場桑園で,桑品種は改良鼠返,樹令は14～15年生であ

る。仕立法は高根刈で,栽植距離は24π (畦間)× 07
● (株 間)である。収穫は交互法 ('88年 ).春秋兼用

('89年)と した。供試:L壌 は沖積性砂壌土である。

2)試験区及び除草剤の処理方法

試験区は表 1に 示した。

表 1 供試薬剤とalt理量

した。

雑草の調査方法は, 177F当 りの生草量を草種別に測った。

なお,試験区の供試面積は48プである。

3試 験 結 果

0)試験期間の気象概況

雑草の生育期の気象状況を表 2に示した。すなわち,生

育期間 (4～ 7月 )の気象状況は,'88年が異常低温と日

照不足で,'89年は 88年 より平均気温で約 1℃高め,降

水量が 6～ 7月 で少なめに経過 した。

表2 気象状況

2)冬季処理の調査

無処理区の草種を科別にみると, 88年 はイネ科 (ス ズ

メノテッポウ,ス ズメノカタビラ,メ ヒンバ),キ ク科

(ヒ メムカシヨモギ,ハルショオン), トクサ科 (ス ギ

ナ),ナ デシヨ科 (オ ランダミミナグサ,ハ コベ)で ,全

生草量の95%を 占めた。その他はアカザ科 (シ ロザ),ゴ
マノハグサ科 (ト キワハゼ),ア ブラナ科 (ナ ズナ)及び

タデ科 (イ スタデ)で 8科 12種の発生があった。

'89年 はイネ科 ,キ ク科 , トクサ科 ,ナ デンコ科 ('88

年と同種)で ,全生草量の98%を 占め,その他はアカザ科

とタテ科 ('88年 と同種)で 6科 10種の発生があった。

'88年 と'89年 の雑草の生草量は,'89年 (2,545,/
″)が 88年 (1,290夕 /イ)の約 2倍量であった。特に

増加 した草種は,ス ズメノテッポウ (4倍量)と しメムカ

シヨモギ (2倍量)であった。

無処理区の生草量を指数100と した場合,各処理区の抑

草効果と草の科別を図 1に示した。抑草効果ではDBN区
,

DBN+ト リフルラリン区及びDBN・ DCMU区で 2年

間ともに指数 1～ 6と 効果が認められた。他の剤区は効果

が劣った。特にリニュロン区, トリフルラリン区及びペン

ディメタリン区は, 指数が高まった。

各処理区の雑草を種または科別にみると,抑草効果の認
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除草剤の処理方法は,処理前に清耕し,試験区ごとに所

定量を上壌表面へ散布した。除草剤の処理及び調査月日は
,

'87年 12月 ■日処理を'88年 5月 27日調査 (冬季処理 1年

目),'88年 5月 27日 処理を7月 19日 調査 (夏季処理 1年

目),′ 88年 12月 1日 処理を′89年 5月 25日 調査 (冬季処理 2

年日)′ 89年 5月 25日処理を7月 24日 調査(夏季処理 2年目)
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図 1 土壌処理剤の運用による抑草効果と草種の変化
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あられたDBN区 は2年間ともにメヒンバのみに,DBN・
DCMUは '88年 にヒメムカショモギ, メヒシバが , '89

年にメヒシバのみに,DBN+ト リフルラリン区は,'88
年にヒメムカショモギ,メ ヒシバ,ス ギナが,'89年にヒ

メムカショモギとメヒンバがそれぞれ優占化 した。また
,

抑草効果が劣った トリフルラリン区とベンディメタリン区

は,'88年がヒメムカシヨモギ,ハ ルジョオン,ノ ボロギ

ク,ス ギナ,ア カザ,イ ヌタデであったものが ,'89年に

はヨモギ,ヒ メムカシヨモギ,ノ ボロギク,ス ギナのキク

科とトクサ科が優占化 した。更に,ア メ トリン区とCAT
区はトクサ科のスギナ, リニュロン区はイネ科のスズメノ

テッポウの占める割合が増加 した。

13)夏季処理の調査

無処理区の草種を科別にみると,'88年は全生草量 (4,

320,/プ)の62%を イネ科 (メ ヒンバ)で 占め,次いで

スベリヒュ科 (ス ベリヒュ),ッ ユクサ科 (ツ ユクサ),ア

カザ科 (シ ロザ)及びトクサ科 (ス ギナ)の 5科 5種であっ

た。 '89年は全生草量 (5,510夕 /席 )の 95%を イネ科で

占め,次いでアカザ科, トクサ科 ,キ ク科 (ノ ボロギク)

の4科 4種であった。

無処理区の生草量を指数100と した場合,各処理区の抑

草効果と草の科別は図 1に示すとおりである。抑草効果で

はDBN+ト リフルラリン区,DBN o DCMU区 及び /

ルフルラゾン区で 2年間ともに指数 0～ 2であった。次い

で,DBN区とベンディメタリン区が才旨数 6～ 17であった。

リニュロン区とトリフルラリン区は,'88年 に抑草効果を

認めたが, 89年 には効果が劣った。また,ア メトリン区
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とCAT区は2年間とも抑草効果が劣った。

各処理区の雑草を種又は科別にみると,抑草効果を認め

たDBN+ト リフルラリン区,DBN・ DCMU区及びノ

ルフルラゾン区は,若千のメヒシパが認めた程度であっ

た。バンディメタリン区とトリフルラリン区は, 88年 が

メヒシバ,ノ ボロギク,ス ギナ,イ スタデ,エ ノコログサ

であったものが,'8941に はヨモギ,ノ ボロギク,ダ ンド

ボロギク,ス ギナのキク科とトクサ科のみに変化した。ま

た,抑草効果の劣ったリニュロン区,ア メ トリン区及びC
AT区は,イ ネ科のメヒンバが,全生草量の86～ 98%を占

め,他は少量の トクサ科のスギナであった。

4 ま  と  め

に)除草剤処理による雑草の抑草効果は,DBN剤系区

とノルフルラゾン区で,すべての草種に認められた。リニュ

ロン区はイネ科 ,ア メトリン区とCAT区 はトクサ科とイ

ネ科に抑草効果が劣り, トリフルラリン区とベンディメタ

リン区は,キ ク科とトクサ科に劣った。

2)除草剤の連用による草種の変化は,抑草効果が劣る

草種が優占化する結果となった。 トリフルラリン区とベン

ディメタリン区及びアメトリン区などは, 88年 の 1年 目

から草種が少なくなり, 89年の 2年目にはさらに草種が

減少 し,効果の劣った草種が繁茂してきた。

今回供試 した薬剤は,春草でキク科とトクサ科が残り,

夏草でイネ科 ,キ ク科及びトクサ科が優占化する傾向を示

した。

冬季処理調査
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